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資料-１ 工程表 
平取ダムでは、閣議アセスからおよそ 20 年が経過していることから、新たな知見に基づいた情報の更新を目的として、平成 11 年度か

ら平成 14年度まで湛水予定区域周辺の重要種を対象として動植物調査を継続的に行ってきました。 

また、平成 15 年度から平成 16 年度の調査は、環境影響評価法に準ずる調査を行うことを基本方針に考え、調査計画を策定しました。

平取ダム周辺における水環境、動植物相及び着目すべき種や群落の分布状況、空間環境の把握を行い、事業実施による影響を把握するた

めの基礎資料とすることを目的としています。このことより、平成 15 年度から平成 16 年度の現地調査では、項目ごとに対象範囲を適宜

設定して実施を実施しています。 

平取ダムにおける現地調査の実施状況及び予定については、次のページのとおりとなります。 
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年度 平成 11 年度 平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 
調査項目 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 

                        水環境 
(水質)    ○ ○ ○ ○ ○  ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
植物                         

     ○ ○ ○           ○   ○ ○ ○  
哺乳類                         
    ○ ○ ○ ○  ○         ○  ○ ○ ○ ○  
哺乳類                         
(コウモリ類)                  ○   ○ ○ ○  
鳥類                         
(一般鳥類)             ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
鳥類                         
(猛禽類) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
両生類                         
     ○             ○   ○ ○   
爬虫類                         
                  ○   ○ ○ ○  
魚類                         
         ○  ○      ○ ○ ○  ○ ○ ○  

陸上昆虫類                         
         ○ ○       ○ ○   ○ ○   
底生動物                         
         ○  ○       ○ ○  ○ ○ ○  
空間環境                         
(景観)                   ○ ○ ○ ○   

 
○：今まで実施した項目（平成 16年度は予定） 
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